
　暴風雪は、発達した低気圧が北海道付近を通過するときや、強い冬型の気圧配置のときに発生し、猛吹雪の
ため視界不良となったり、吹き溜まりができたりします。
　このため、車が立ち往生して埋もれてしまう、暖房器具の給排気口が詰まって一酸化炭素中毒を起こしてし
まう、といった危険があります。また、着雪や強風により電線が切れて停電が発生し、照明や暖房器具が使え
なくなるといったおそれもあります。
　気象台は、暴風雪によって重大な災害が発生するおそれがあると予想した場合に「暴風雪警報」を発表し、
警戒を呼びかけます。特に、気象情報で「数年に一度の猛ふぶき」「外出は控えてください」と呼びかけた場合は、
厳重な警戒が必要です。暴風雪の被害にあわないよう日頃から備えるとともに、悪天が予想されている場合は、
気象庁ホームページや携帯電話アプリ、テレビ、ラジオなどで雪の状況や最新の気象情報を確認しましょう。
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暴風雪への備え

　問合せ　札幌管区気象台天気相談所　☎０１１－６１１―０１７０

● 気象情報に注意して、暴風雪が予想され
　 ているときは外出を避けましょう。
● 停電に備え、懐中電灯、携帯ラジオ、　防
　 寒具、ポータブルストーブや灯油、非常食、
　 飲料水などを準備しておきましよう。
● ＦＦ式暖房機等を使用している場合は、  
　 給排気口付近が雪でふさがれないよう注
　 意しましょう。

● 天気の急変などにより車が立ち往生するこ
　 とを想定して、防寒着、長靴、手袋、スコッ    
　 プ、けん引ロープなどを車に用意するとと
　 もに、十分に燃料があることを確認しま　
　 しょう。

◀「暴風雪への備え」  リーフレット

こちらから確認


